職 務 経 歴 書
20XX年XX月XX日現在
氏名　〇〇 〇〇
■職務要約
連続ドラマと配信オリジナル作品を手掛ける映像制作会社で、◯年にわたり脚本執筆を担当しています。◯分×全◯話の地上波連続ドラマではメインライターとして全話を執筆し、企画会議でのプロット・箱書き作成から初稿・改稿・決定稿、撮影現場での台詞調整までを一貫して担当してきました。ソーシャルゲームのメインシナリオ◯タイトルにも共同執筆で参加し、媒体ごとに台詞量と情報の出し方を設計し分けています。
■職務経歴
※掲載内容は架空の記入例です。社名・期間・業務・数値・資格は実際の経験に合わせて書き換えてください。
□20XX年4月〜現在　株式会社〇〇〇〇
事業内容：連続ドラマ・配信オリジナル作品を企画制作する映像制作会社（脚本・企画開発部門に所属）
	期間
	業務内容

	20XX年4月
〜
現在
	所属・役職：脚本家・シナリオライター
【担当業務】
・地上波連続ドラマ（◯分×全◯話）のメインライターとして全話の脚本を執筆
・プロデューサー・監督との企画会議に参加し、プロット・箱書き・柱立てを作成
・初稿から決定稿まで平均◯回の改稿対応、撮影・編集段階での台詞と尺の調整
・配信オリジナルドラマ（◯分×全◯話）の共同執筆、時代劇案件の資料調査と監修者との擦り合わせ
【実績】
・箱書き段階で結末とキャラクターの行動原理を監督と確認する手順を提案し、初稿以降の全面改稿を抑えて決定稿までの改稿回数を◯回から◯回に短縮
・メインライターを務めた連続ドラマが続編制作に進み、シーズン2でも全◯話の構成と執筆を担当


■活かせる経験・知識・スキル
・プロット・箱書き・柱立て・本編脚本の一貫執筆
・Final Draft／O's Editor2を用いた脚本作成と改稿履歴の管理
・ヒューマンドラマ・サスペンス・時代劇・恋愛ジャンルの執筆経験
・取材・資料調査と専門監修者との連携による描写の裏取り
■自己PR
制作側の修正要望を「どの場面の構成を変えれば解決するか」に翻訳して改稿できることが強みです。担当ドラマでは、箱書きの段階で監督と結末とキャラクターの行動原理をすり合わせる手順を提案し、初稿以降の全面的な書き直しを減らして決定稿までの改稿を◯回から◯回に収めました。貴社でも、企画意図とスケジュールを踏まえた改稿の進め方を提案し、撮影準備に間に合う形で稿を仕上げていきたいと考えています。
以上
